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鹿野川ダムと野村ダムが力を発揮し、
下流の浸水を軽減しました。

●肱川流域では梅雨前線の影響により、6月30日午後から7月1日午前にかけて断続的

に強い雨が降り、鹿野川ダム流域平均累計雨量129mm、野村ダム流域平均累計雨量1

57mmの降雨を記録しました。

●肱川上流域の鹿野川ダム及び野村ダムでは洪水貯留を行いました。鹿野川ダムにお

いては最大流入量毎秒926立方メートルの約60％を貯留、野村ダムにおいては最大

流入量毎秒380立方メートルの約20％を貯留しました。

●これにより、河川の水位を下げ菅田地区の浸水被害を軽減することができたと考え

られます。国道５６号の肱川橋地点では、ダムで洪水を貯めなかったよりも最高水

位を約８０ｃｍ下げたと考えられます。

●肱川流域においては平成16年、17年、23年と度重なる被害に見舞われていることか

ら、これからの本格的な台風シーズンに備え引き続き万全の体制をとっていきま

す。
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※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

鹿野川ダム・野村ダムが効果を発揮
かのがわ のむら

・６月３０日午後から７月1日午前にかけて、肱川流域全域で、梅雨前線の影響による強い雨が降
りました。

鹿野川ダム流域平均 累計１２９mm （最大17.1mm/時間）
野村ダム流域平均 累計１５７mm （最大21.8mm/時間）
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鹿野川ダム・野村ダムによる洪水貯留効果
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・この降雨により肱川下流域では浸水被害が生じるおそれがあることから、中上流域にある「鹿
野川ダム」と「野村ダム」では洪水を貯める操作を行いました。
・鹿野川ダムではダムに流入した最大毎秒９２６立方メートルの洪水の約６割、野村ダムでは最
大毎秒３８０立方メートルの洪水の約２割をダムに貯めることにより、下流に流れる洪水の量を減
らしました。
・これにより、河川の水位を下げ菅田地区の田畑等の浸水被害を軽減することができたと考えら
れます。国道５６号の肱川橋地点ではダムで洪水を貯めなかったよりも最高水位を約８０ｃｍ下げ
たと考えられます。

ダムによる洪水貯留の結果


